
149

に
圓
形
禰
墨
黒
湖
濁
あ
り
角
膜
適
業
充
血
、
虹
彩
炎
，
「
プ
レ
チ
ビ
タ
ー

ト
」
蓄
膿
を
認
め
す
細
藤
棚
顯
微
鏡
に
て
は
角
膜
湖
濁
部
に
相
毒
し
て

上
皮
細
胞
の
浮
腫
あ
り
ワ
馬
，
ピ
ル
ケ
L
愚
慮
は
陰
性
吉
田
氏
反
慮
は
陽

性
治
療
と
し
て
前
房
穿
刺
自
家
血
清
の
球
結
膜
注
射
△
o
注
射
「
ア
ト

ロ
ピ
ン
」
鮎
眼
爾
來
徐
々
に
快
復
は
十
五
日
に
し
て
覗
力
○
・
九
と
な
り

角
膜
渇
濁
菟
認
め
す
よ
っ
て
圓
板
状
深
．
部
角
膜
炎
な
る
名
山
を
適
當
な

り
と
す
。

　
次
ぎ
に
深
部
角
膜
の
浸
潤
を
來
す
疾
愚
を
列
記
し
圓
板
状
角
膜
炎
の

定
義
を
検
討
し
て
著
者
の
症
例
に
つ
き
考
察
せ
P
。

　
　
　
　
中
村
文
運
　
β
大
阪
）

　
所
鋼
醍
後
水
晶
燈
腔
に
就
て
。
糖
尿
病
に
罹
患
せ
る
五
十
四
歳
の
男
子

が
化
膿
性
膝
關
郷
炎
及
び
出
血
性
虹
彩
毛
様
燈
炎
を
起
し
次
で
梢
子
膣

膿
瘍
を
惹
起
せ
る
患
者
の
経
過
中
に
於
て
後
水
晶
艦
腔
出
血
と
見
る
べ

き
症
状
を
呈
せ
り
而
し
て
其
位
置
形
状
吸
牧
の
有
様
頭
部
の
位
置
を
攣

す
る
事
に
よ
り
血
液
の
下
部
へ
流
動
す
る
匙
等
よ
り
し
て
本
例
に
於
て

は
水
晶
膣
の
後
方
に
一
つ
の
塞
洞
あ
り
之
れ
に
出
血
瀦
溜
し
た
る
事
は

疑
ひ
な
し
然
れ
ど
も
本
例
は
一
方
に
於
て
出
瓶
性
虹
彩
毛
様
膿
炎
及
碕

子
艦
膿
瘍
あ
れ
ば
之
れ
を
以
て
生
理
學
的
或
は
健
常
の
朕
盟
に
於
け
る

後
水
晶
腿
腔
を
推
定
す
る
能
は
ざ
れ
ど
竜
期
く
の
如
き
蝪
ム
ロ
に
は
水
晶

艦
の
直
後
に
後
水
晶
燈
腔
を
生
す
る
事
あ
り
と
云
ふ
を
得
べ
し
。

　
　
　
・
少
　
　
　
　
　
　
　
瀞
求

　
　
　
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塗

　
　
　
　
筒
井
徳
光
。
河
原
省
卒
　
（
岡
山
屠
大
限
科
）

　
紳
経
嚢
弱
を
俘
ふ
先
天
牲
全
色
盲
の
一
例
に
就
て
。
二
十
三
歳
の
男

子
先
天
性
全
色
盲
に
て
弱
視
茄
明
限
球
震
湯
爪
近
覗
あ
り
自
ら
全
色
盲
あ

る
を
知
ら
ず
職
業
上
の
困
難
多
き
に
も
拘
ら
す
無
理
に
不
適
業
に
從
事

し
途
に
張
度
の
紳
経
嚢
弱
と
な
る
爾
爾
親
は
從
兄
妹
結
婚
な
る
も
他
に

遺
傳
的
關
係
を
諦
｛
明
せ
・
ず
「
ア
ノ
マ
ロ
ス
コ
ー
プ
」
第
二
型
に
よ
る
近
藤

民
検
査
法
を
行
ひ
巴
十
（
“
Q
っ
1
鱒
）
閃
ー
－
o
臼
な
る
式
を
得
た
川
從
て
先
天

性
全
色
盲
に
於
て
は
波
長
を
異
に
す
る
光
線
の
明
度
累
加
は
そ
の
混
合

要
素
の
算
緬
和
と
し
て
現
は
れ
る
事
を
知
る
「
ア
ノ
マ
ロ
ス
コ
ー
プ
」
第

一
型
に
ょ
る
検
査
に
於
て
は
小
ロ
氏
の
所
謂
蟷
螂
形
を
な
す
廣
い
均
等

面
は
認
め
な
か
つ
た
が
之
を
極
度
に
細
く
し
た
如
き
帯
及
線
を
同
じ
位

置
及
び
方
向
に
認
め
た
。
其
混
合
振
子
七
三
以
下
に
於
け
る
成
績
は
近

藤
氏
等
の
成
績
と
殆
ど
一
致
し
た
o

　
　
　
　
佐
野
多
郎
　
（
京
都
府
立
警
大
）

　
麻
痺
性
角
膜
炎
の
成
立
機
韓
に
關
す
る
病
理
組
織
學
的
考
察
。
麻
痺

椌
角
膜
炎
の
原
因
は
種
々
あ
れ
ど
三
叉
紳
経
の
知
畳
傳
導
中
維
殊
に
第

一
技
麻
痺
を
來
す
が
如
き
は
そ
の
原
因
と
な
り
得
る
然
れ
ど
も
こ
れ
が

臨
躰
上
實
験
的
に
幾
多
の
學
説
あ
り
そ
の
成
因
に
就
て
は
今
爾
確
た
る

も
の
な
し
然
る
に
著
者
は
三
叉
神
経
の
頭
蓋
内
切
断
し
た
る
後
種
々
の

時
日
を
経
過
し
た
る
家
兎
の
眼
球
を
得
之
を
臨
林
的
及
組
織
的
に
槍
索

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
谷
　
一
四
九


